








は じ め に
道教にっいての研究会では、道教 とは何かということが議論されるのが常である。 しか し、









掘 り起 こす ことは、不可能であろう。
例えば、日本文化にっいて考えてみよう。仏教公伝 は6世 紀になってか らである。それ以前
の宗教にっいて、多 くの人々が、積極的に問おうとしないのは、少 し立ち止 まって考えてみる
と不思議な現象であることがわかる。深い考えもなしに、仏教以前はアニミズムに起源する神
道だと片づけられてきたが、それが、 日本文化論の実状の一面を物語っている。 しかし、近年









は全 く同様で、道教に関わる文化 は共有 されている。
道教が東アジアを読み解 くキーワー ドとして意味をもっ ことを確認する作業として今回の研
究集会 は企画された。
今回の研究集会の開催にあたり、国際 日本文化研究センターの研究協力課 と、明治大学講師
(当時 中核的研究機関研究員)の 佐々木憲一氏か ら多大の協力を得た。 ここに記 して謝辞と
したい。
千 田 稔(国 際日本文化研究センター教授)
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